
メッセージ　MESSAGE

環　境
「みんなでECO.」を通じ
地球環境の保全に積極的に取り組みます。

列車運行の環境効率性

2014年度の「車両走行キロ当たりの電車用電力使用
量」は、環境配慮型車両の導入の効果に加え、節電対策と
して見直した車内空調の使用方法を継続した結果、基準
年の2009年度に比べ2.5％の低減となりました。

車両走行キロ当たりの
　電車用電力使用量

車両走行キロ

東京メトロは、２０２０年度に向けた長期環境戦略「みんな
でECO.」を掲げ、さまざまな施策に取り組んでいます。「環
境」編では、それぞれの施策を「みんなでECO.」の３つのテー
マである「東京メトロ自らのエコ化」「東京メトロを使ってエコ」

「沿線地域とエコ」に分類してご紹介するほか、グループ各
社を含む東京メトロの環境マネジメントシステムについてご
紹介します。

鉄道は、他の交通機関に比べ環境負荷が少ない交通機関
であるものの、地下鉄は駅構内の照明やバリアフリー設備が
多く、エネルギー消費量の削減も課題として挙げられます。
東京メトロでは、これまでの省エネルギー施策に加え、再生可
能エネルギーの活用など、新たな施策も積極的に導入し、エ
ネルギー消費量の抑制に努め
ていきます。そして、ステーク
ホルダーの皆様とともに、環境
課題の解決に貢献します。

常務取締役

村尾 公一

▶壁面緑化や太陽光発電システムが施された浦安駅
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